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第３回沢登り講習会第３回沢登り講習会第３回沢登り講習会第３回沢登り講習会（クマガ谷左俣）（クマガ谷左俣）（クマガ谷左俣）（クマガ谷左俣）

【報　告　者】塚嵜　誠祥

【日　　　時】2007年 7月 28日　　　　　【天　候】晴れ

【参　加　者】杉田仁志(L)、松下利信、石丸幸子、塚嵜誠祥

≪コースタイム≫≪コースタイム≫≪コースタイム≫≪コースタイム≫

　　　　入渓 7:25→20mくの字滝 9:40→20m悪相の滝 10:30→12mハング滝 11:20→　二俣 11:45→12:10水が涸れる→12:35稜線 13:00→15:30尾平 BC

≪　報≪　報≪　報≪　報                告　≫告　≫告　≫告　≫

　　　　クマガ谷左俣は、昨年の講習会でもチャレンジしたが間違って右俣左沢を遡行してしまったため、２回目のチャレンジである。ベテランのお三方に読図、時間配分はお任せし、奥岳渓谷中でも１、２を争うと言う沢を満喫することに専念する。　７号線に車を止め、林道を 15分ほど歩き、橋の袂から入渓する。晴天続きの所為か、昨年よりも水量が少ないようである。ゴーロー帯を水の流れに忠実に遡行する。枝沢が現れる度に、さすがベテラン達である、読図と勘で正確・迅速に判断していく。　20m くの字滝は、釜の倒木を利用して取付けば登れそうな気もするが、左を巻く。その上からは小滝が連続し、面白味が爆発する。ルンゼ状斜滝 30mも、水が少ないので、水の勢いに負けずにシャワークライムで突破する。更に、3m、5m、6m、ナメと息つく間もなく滝が出現し、我を忘れる。　悪相の 20m滝は左を高巻するがイヤラシイ。松下さんが、マシラの如く木伝いにスルスルと登っていく。体型・年齢からは想像できない身軽さに驚いてしまった。　沢に戻って少し行くと、大規模な倒木帯となる。左の斜面と支流から流れてきたようである。しばらくで、沢は伏流となる。水があっての沢登り、水が涸れると面白味は半減し、疲労は倍化する。20 分程で 12m ハング滝があり、左を巻く。その上は、ナメと小滝が連続するが、水量が少ないのでほとんど濡れずに直登する。　二俣を右に行くと水量は、チョロチョロとなり、20分ほどで涸れてしまった。涸れ沢を詰め、スズタケの斜面をしばらく登ると、ひょっこりと縦走路に飛び出た。　落石を気にしながらガレ場を登ることも無く、ブッシュを漕ぐことも無く、非常に楽な終了であった。水量が少なかったおかげか、３つの滝は巻いたが、他の滝は全て上ることが出来、沢登りの醍醐味を心行くまで堪能できた。尾平への帰路は、若干虚脱状態で、のんびりと下る。杉田さんのロングストライド、松下さんの身軽さ、石丸さんのタフさには、感心させられました。お三方、楽しい沢登りに同道させていただき、有難うございました。


